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福士圭介会員は，これまでに地球表層における鉱物―水相互作用のうち，特に酸化物への溶存陰イオンの吸着過程に
関して，鉱物学的・地球化学的研究に取り組んできた。 
ヒ素の吸着過程については，群馬県の酸性鉱山廃水環境において野外調査を行い，河川水中に高濃度に含まれていたヒ
素が，底質中のシュベルトマナイト（鉄硫酸塩鉱物の準安定相）を主成分とする鉄質沈殿物に吸着・濃集することで，
下流域では自然状態で環境基準値以下に減少していることを明らかにした。さらに，シュベルトマナイトがヒ素の吸着
によって安定化することを実験的に明らかにし，ヒ素の定量的な吸着機構を熱力学的理論解析によりに示した。これら
の成果は一連の論文として公表されて，高く評価されているだけでなく，シュベルトマナイトがヒ素浄化資材として，
大学発ベンチャー企業により製品化されており，国内外におけるヒ素環境資材としての利用に貢献している。 
さらに，陰イオンの鉱物表面に対する吸着挙動について，表面錯体モデリングの再検討を行い，吸着反応に伴う水分

子脱離の効果を理論式に新たに導入した。これにより，分光学的な表面錯体構造の観察と矛盾のない吸着現象のモデル
化が可能となり，有害陰イオンの様々な酸化物表面における表面錯体構造と吸着挙動の予測を行った。 
これらの研究を通じて，福士会員は，酸化物と溶存陰イオンとの化学反応に関して，天然現象の解析，それを原理的

に理解するための合成実験とキャラクタリゼーションおよびモデル計算を結合することにより，複雑な環境の地球科学
現象を解明する上で，これからの標準となる道筋を示した。以上のように，福士会員は，鉱物科学の発展に重要である
環境鉱物学を開拓するとともに，大学・大学院教育にも貢献しており，今後の更なる活躍が期待される。 
よって，福士圭介会員を日本鉱物科学会研究奨励賞受賞者として適格と認め，ここに推薦する。 
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